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・
青
梅
で
の
生
活
の
良
い
と
思
わ
れ

る
点
、
不
便
と
思
わ
れ
る
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

良
い
点
は
、
市
立
図
書
館
の
資
料

貸
出
が
無
料
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ド
イ
ツ
で
は
１
ユ
ー
ロ
な
ど
で
は
あ

り
ま
す
が
、
有
料
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
校
給
食

が
あ
る
点
も
ド
イ
ツ
に
は
な
い
良
い

シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
公
園
が
多
く
ト
イ
レ
も
き

れ
い
で
す
ね
。
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　2012年はオリンピックイヤーでした。
　オリンピックを観戦しながら「世界にはたくさんの国があるな」と再認識された方も多いのでは
ないでしょうか？
　地球上にはさまざまな文化や生活様式があり、多様な価値観や考え方をもった人々が暮らしてい
ます。そこで今回は、青梅に長い間暮らしているお二人から、外国の生活環境とくらべてみた青梅
のこと、日本のことなどを伺ってみました。

～
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

 
 

学
校
給
食
は
よ
い

 
 
 

シ
ス
テ
ム
で
す
ね
～

　

残
念
な
点
と
し
て
は
、
市
営
の
室 

内
プ
ー
ル
が
な
く
、
屋
外
プ
ー
ル
も

使
用
期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
信
号

機
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
他
の

車
や
歩
行
者
が
い
な
い
時
に
も
止
ま

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

排
気
ガ
ス
の
こ
と
を
考
え
る
と
環
境

に
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
日
本
の
今
の
男
女
平
等
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？

　

ド
イ
ツ
で
は
子
育
て
は
両
親
の
責

任
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、
日
本
で

は
母
親
が
子
育
て
を
担
う
割
合
が
多

い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

父
親
が
一
生
懸
命
仕
事
を
す
る
姿

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
家
庭
を
省
み
る
余
裕
が
な

く
て
疲
れ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
に

思
え
ま
す
。

　

両
親
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
お
互
い
が
協
力
で

き
な
い
の
は

と
て
も
残
念

な
こ
と
で
す
。

　

で
も
、
こ
れ
は
決
し
て
若
い
親
た

ち
が
悪
い
の
で
は
な
く
、
古
く
か
ら

の
日
本
社
会
の
構
図
が
そ
う
さ
せ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

特集

〜
シ
ュ
カ
ト
・
サ
ビ
ー
ネ
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜

ド
イ
ツ
出
身
。
夫
の
仕
事
の
都
合
で
12
年
前
来
日
。
３
児
の
母
で
、

現
在
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

青梅に暮らしてみて青梅に暮らしてみて

本音で話し合うことの大切さを語るシュカトさん
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・
青
梅
で
の
生
活
の
良
い
と
思
わ
れ

る
点
、
不
便
と
思
わ
れ
る
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

青
梅
は
緑
豊
か
な
山
が
あ
り
、
き

れ
い
な
川
が
流
れ
て
い
て
と
て
も
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
水
も
と

て
も
お
い
し
い
で
す
ね
。

　

私
は
青
梅
で
生
活
す
る
に
あ
た
っ

て
、
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
助

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
保

護
者
の
方
々
、
地
域
で
知
り
合
っ
た

近
所
の
方
々
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の

良
い
め
ぐ
り
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
温

か
い
人
の
つ
な
が
り
も
青
梅
の
良
い

点
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
図
書
館
の
職
員
の
方
に

も
親
切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。
本
を
探
す
過

程
で
、「
こ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る
ん

だ
」
と
思
え
る
丁
寧
な
対
応
に
高
い

プ
ロ
意
識
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
て

感
激
し
て
い
ま
す
。

　

不
便
な
点
は
、
バ
ス
の
本
数
が
少

な
い
こ
と
で
す
ね
。
私
は
車
の
運
転

が
で
き
な
い
の
で
、
通
勤
、
買
い
物

な
ど
に
困
り
ま
す
。

・
日
本
の
今
の
男
女
平
等
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？

　

日
本
と
い
う
よ
り
は
、
ア
ジ
ア
全

体
か
ら
見
て
も
女
性
の
活
躍
の
場
が

広
が
っ
て
き
て
い
て
、
勢
い
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

・
結
婚
や
家
族
に
つ
い
て
ど
う
お
考

え
で
す
か
？

　

夫
婦
の
つ
な
が
り
が
家
庭
の
基
本

で
す
か
ら
、
私
た
ち
夫
婦
は
お
互
い

に
本
音
で
話
し
合
い
ま
す
。

　

夫
婦
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
他
人

で
す
か
ら
、
家
庭
の
こ
と
、
子
育
て

の
こ
と
な
ど
、
で
き
る
だ
け
声
に
出

し
て
、
確
認
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
家
族
で
子

育
て
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
若
い
パ
パ
や
マ
マ
も
、

も
っ
と
楽
し
み
な
が
ら
子
育
て
が
出

来
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

〜
水
谷
順
子
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜

韓
国
出
身
。
来
日
24
年
目
。
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
、
現
在

老
人
福
祉
施
設
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

～
本
音
で
話
し
、
楽
し
み
な

が
ら
子
育
て
し
て
い
ま
す
～

～
図
書
館
の
職
員
の
方
に

 
 

高
い
プ
ロ
意
識
を

 
 
 
 
 
 

感
じ
ま
す
～

〔出典〕青梅市の統計（平成23年度版）
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し
か
し
、
現
実
に
目
を
向
け
て
み

る
と
、
育
児
休
暇
が
取
り
づ
ら
く
て

悩
ん
で
い
る
若
い
マ
マ
や
パ
パ
が
私

の
周
り
で
も
随
分
多
い
で
す
。

・
結
婚
・
家
族
に
つ
い
て
ど
う
お
考

え
で
す
か
？

　

家
族
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で

す
。
家
族
の
土
台
は
夫
婦
だ
と
思
い

ま
す
し
、
夫
婦
が
う
ま
く
い
っ
て
い

れ
ば
、
子
ど
も
も
健
や
か
に
育
つ
と

思
い
ま
す
。

～
家
族
の
土
台
で
あ
る
夫
婦

が
う
ま
く
い
っ
て
い
れ
ば
～

公的支援機関の相談窓口をご利用ください。相談窓口の案内

相　　　　談　　　　先 内　　　　　　容

女性の
相　談

東京ウィメンズプラザ　℡03-5467-2455
毎日  9:00～21:00（年末年始は休み） 女性の総合相談

ドメスティック・バイオレンス、
夫婦・親子の問題、生き方や職場
の人間関係など
（就職活動の支援は行っておりま
せん）

東京都女性相談センター 多摩支所　℡042-522-4232
月～金曜日  9:00～16:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

青梅市子ども家庭支援課　℡0428-22-1111
月～金曜日  8:30～17:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

女性の
就　職

マザーズハローワーク東京　℡03-3409-8609
月～金曜日  9:00～17:00（土･日曜日、祝日は休み） キャリアカウンセラーによる女性

の就職活動全般の相談

キッズコーナーも併設

ハローワーク立川 マザーズコーナー　℡042-523-1509
月･木曜日  9:00～19:00、火･水･金曜日  9:00～17:00
第１･３土曜日  10:00～17:00
（第２･４･５土曜日、日曜日、祝日、年末年始は休み）

就　職 ハローワーク 青梅　℡0428-24-8609
月～金曜日  8:30～17:15（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

職業相談
求職活動のサポート

人のつながりが青梅の良さと語る水谷さん

〔出典〕青梅市の統計（平成23年度版）

市役所の各窓口では、外国語（英語・中国語・韓国語など）のパンフレットを配布しています。
・清掃リサイクル課……リサイクルハンドブック（ごみの分別・出し方）
・商工観光課……観光情報パンフレット（市内の名所などの紹介）　　など
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　環境に配慮し安定したガス供給を常に考え、地域に貢献されている
青梅ガス株式会社の中村社長と女子会メンバーの荒井恵美さん、滝野
祥子さんにお話を伺いました。

さんかくの窓
河原俊昭・山本忠行著
くろしお出版

市内企
業

レポー
ト

青梅市中央図書館で所蔵して
います ℡ 0428‒22‒6543

　職場や学校、お店や電車内など、皆さんの身の
回りでも外国の方を見かけることが増えてきたの
ではないでしょうか。
　この本では、外国の方を正しく理解することか
らはじめ、日本で暮らす外国の方から見た日本の
不思議を知りながら、言語や文化の違う人々との
付き合い方を学ぶことや、多くの文化が混ざりあ
うことの重要性を知るきっかけを作ることができ
ます。
　やわらかい表現と対話形式を用いているので、
日本でもこれから一層色濃くなるであろう多民族
社会をより良いものにするためにも、子どもたち
に読んでほしい一冊です。

青梅ガス株式会社
代表取締役社長

中
なかむら

村  洋
ようすけ

介さん

～お客様と共に考え、
　　　　　共に解決する～

青梅ガス株式会社（新町8丁目）
設立 昭和35年5月　社員数 65名（男性55名/女性10名）
都市ガス事業・簡易ガス事業、各種ガス設備工事・機器販売
http://www.omegas.co.jp/

外国人と一緒に生きる
社会がやってきた！

＊ガスの実力再発見！
　当社で推奨している天然ガスは、石炭や石油
等に比べ燃焼時の二酸化炭素排出量が少なく、
世界的にも豊富に埋蔵されているため安定供給
が可能です。この天然ガスを利用することで、
省エネや温室効果ガス削減などコストダウンに
つながります。
＊専門資格を社員に推奨
　効果的な節電対応がわからないなどの際には
当社にご相談ください。東京都が推進する「省
エネ診断員」や「節電アドバイザー」の資格を
持つ社員が各家庭を訪問し、アドバイスさせて
いただいております。一人暮らしの高齢者の方
には地域の見守りとして、女性の方には女性社
員の対応が好評です。
＊女性目線で地域に貢献
　当社の社員は大半が男性ですが、そのうち10
名の女性社員で「青梅ガス女子会」を結成して
います。２年前に立ち上げ、社内では女性社員

の意見を提案する場、社外では市内企業との連
携による商品化や親子料理教室などに取り組ん
でいます。女性目線でいま何が必要かを考え、
愉
たの

しみながら活動しています。活動内容は当社
ホームページをはじめ、フェイスブックやツイ
ッター、ブログにてご覧ください。
＊地域への還元「お客様感謝祭」
　おかげさまで、創業52年を迎えました。毎年
10月に実施している「お客様感謝祭」には、多
くの方にご来場いただいております。当社のお
客様と地域の皆様にも喜ばれる行事に発展しま
した。ご来場の記念品は、もちろん女子会メン
バーが選び、毎年好評を得ています。
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（  ）は前回調査の順位

1位 ⑴ アイスランド
２ ⑶ フィンランド
３ ⑵ ノルウェー
４ ⑷ スウェーデン
５ ⑸ アイルランド
22 ⒄ 米　国
69 61 中　国
101 98 日　本

　

こ
れ
は
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
10
月
、
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
さ
れ
た
男
女
平
等
の
度
合
い

で
、
男
女
間
の
雇
用
格
差
・
教
育
機
会
・
平
均
寿

命
・
政
界
進
出
な
ど
を
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。
日

本
は
他
の
国
と
比
べ
て
女
性
の
国
会
議
員
や
企
業
の

幹
部
が
少
な
い
こ
と
が
順
位
低
迷
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
普
段
の
生
活
の
中
で
私
た
ち
が
身
近
に

感
じ
て
い
る
男
女
平
等
感
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
る

の
は
、
国
際
連
合
（
＝
以
下
「
国
連
」）
設
立
と
同

時
に
取
り
組
ま
れ
た
女
性
の
人
権
問
題
に
対
し
、
世

界
的
に
見
て
も
い
ま
だ
解
決
し
な
い
課
題
の
存
在
を

裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
主
張
し
て
い
た
15

歳
の
少
女
が
襲
撃
さ
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
事
件
な
ど

は
、
改
め
て
男
女
平
等
と
と
も
に
人
権
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　

男
女
平
等
へ
の
取
り
組
み
は
、
女
性
の
た
め
の

も
の
・
女
性
優
遇
な
ど
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
男
性
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
で
す
。
育
児
休

暇
を
取
り
た
く
て
も
躊
躇
し
て
い
た
り
、「
男
は
弱

音
を
吐
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
悩
み

事
を
相
談
で
き
ず
に
い
た
り
と
、「
男
だ
か
ら
…
」

と
い
う
意
識
が
そ
の
人
に
と
っ
て
重
荷
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
中
高
年
男

性
の
高
い
自
殺
率
と
の
関
連
性
を
視
野
に
入
れ
る
な

ら
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
そ
の
意
欲
に
応
じ
て
活

躍
す
る
男
女
共
同
（
＝
男
女
平
等
）
社
会
は
、
男
性

に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
も
の
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
人
権
の
視
点
か
ら
は
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ

ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
が
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
と
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
上

で
、
克
服
す
べ
き
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
平
等
は
、
い
ま
や
世
界
各
国
で
そ
の
対
策

が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
そ
の
国
特
有

の
慣
習
や
社
会
通
念
の
た
め
に
不
平
等
で
苦
し
む
女

性
の
存
在
が
あ
り
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
は
国
連

に
お
け
る
大
き
な
活
動
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

で
は
日
本
に
お
け
る
男
女
平
等
の
対
策
は
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
は
、
戦
後
の
婦
人
参
政

権
や
憲
法
に
お
い
て
個
人
の
尊
重
と
法
の
下
の
平
等

が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
は
、
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
か
ら
国
連
を
中

心
と
し
た
国
際
社
会
の
取
り
組
み
と
連
動
し
つ
つ
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
我
が
国
初
の
女
性
国
会
議
員
や
婦
人
警

官
の
誕
生
な
ど
女
性
の
社
会
進
出
の
実
現
を
経
て
、

平
成
11（
１
９
９
９
）年「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」

の
制
定
へ
と
至
り
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
基
本
法
の
制
定
に
至
る
国
連
と
日
本

の
動
き
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

男
女
平
等
参
画

 
 
 
 

コ
ー
ナ
ー

日
本
は
世
界
ラ
ン
ク
135
カ
国
中
101
位

　
　
　

意
外
？  
納
得
？

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

「
男
女
共
同
参
画
参
画
基
本
法
」へ

世界各国のジェンダー・ギャップ指数

国際的非営利財団「世界経済フォー
ラム」（2012 年調査）より作成
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■
閲
覧
場
所
■

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
２
階
行
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
市
役
所
４
階
企
画
調
整
課

■
提
出
方
法
■

　

必
要
事
項
を
記
載
し
、
郵
送
（
１

月
31
日
消
印
有
効
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提
出
先
へ
（
様

式
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
必
要
事
項
■

　

住
所
、
氏
名
を
御
記
入
の
上
、
表

　

青
梅
市
で
は
、
男
女
平
等
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
８
年
か

ら
「
青
梅
市
男
女
平
等
推
進
計
画
・

青
梅
市
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
計
画

の
趣
旨
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
行
の
第
四
次
青
梅
市
男
女
平
等

推
進
計
画
は
計
画
期
間
が
平
成
24
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
第
五
次
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に

取
り
組
む
理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
少

子
・
高
齢
化
社
会
の
進
行
や
、
価
値

観
の
多
様
化
に
よ
る
生
活
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
、
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
五
次
計
画
の
素
案

に
対
し
、
皆
さ
ま
か
ら
の
御
意
見
等

題
を
「
第
五
次
青
梅
市
男
女
平
等
推

進
計
画
（
素
案
）
へ
の
意
見
」
と
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
■

郵
送

　

〒
１
９
８―

８
７
０
１

　

青
梅
市
企
画
部
企
画
調
整
課

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

０
４
２
８―

２
２―

３
５
０
８

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

div0120@
city.om

e.tokyo.jp

を
い
た
だ
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

御
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
★
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
募
集

■
募
集
期
間
■

　

平
成
25
年
１
月
15
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で

■
応
募
対
象
者
■

　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
、

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方

第五次青梅市男女平等推進計画の施策体系（案）

第
五
次
青
梅
市

男
女
平
等
推
進

計
画
の
策
定
に

つ
い
て
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◆外国の方と話をすると決まって読みたくなる本がありま
す。それは「世界がもし100人の村だったら」という本です。
また図書館へ行って借りてきましょう。（よ）
　◆男女平等という言葉のなかにある国や文化の違いによる
さまざまな課題。人を思いやる心も男女平等の第一歩です。
（ふ）
　◆特集の記事を書きながら、海外で暮らしていたころを思
い出しました。異国の地で感じる人の優しさ、温かさは忘
れられません。お世話になった方々にまた会いたいなぁ…。
（か）
　◆ある講演会で「やれる理由を見つけて挑戦しない限り成
果は得られない」と講師の言葉。この言葉を教訓に今後の
業務に取り組みたい。（お）
　◆縁あって、青梅に暮らして20年。
今年は、沢山の新しい出会いがあり、
感謝の年でした。（ゆ）

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
山
や
川
が
大
好
き

で
し
た
。
私
は
森
の
演
出
家
と
し
て
、
み

な
さ
ん
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
よ

う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
の
私
が
あ
る

の
は
、
小
さ
い
こ
ろ
の
自
然
体
験
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
体
験
や
経
験
は
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
活
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
内
で
ホ
タ
ル
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

に
出
会
え
る
場
所
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

青
梅
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
然
を
身
体

い
っ
ぱ
い
感
じ
な
が
ら
成
長
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
て
生
活
が
し
た
い
と
思

い
、
御
岳
の
古
民
家
へ
と
移
り
住
み
ま
し

た
。
最
初
は
地
域
に
溶
け
こ
め
る
か
ど
う

か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
も
、
仲
良
く
お
茶
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第

一
歩
。
今
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
あ
い
さ

つ
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
場
所
で
、
地
域
の
温
も
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。 人

の
わ

土つ

ち

や屋　

一か
ず
あ
き昭 

さ
ん
（
35
歳
）

森
の
演
出
家
（
御
岳
本
町
）

よつばの手紙　　第７号
発 行 日　2012年12月
発　　行　青梅市企画部企画調整課
　　　　　電話  0428-22-1111
　　　　　内線  2423
編　　集　男女平等情報紙編集委員会
編集委員　吉田由美子　福島恵美子
　　　　　狩野　恵子　大野　哲明
　　　　　具志堅裕子

◇みなさんのご意見・ご感想をお寄せく
ださい。
　また、「よつばの手紙」で取り上げたい
内容がありましたら、お知らせください。
◇男女平等推進計画のパブリック・コメン
トを１月15日から実施いたします。

＜編集後記＞

自然の素晴らしさを伝える土屋さん（中央）

　

最
近
は
都
心
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方

が
御
岳
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

森
や
川
な
ど
の
自
然
を
求
め
て
来
る
人
も

い
ま
す
が
、
人
の
温
か
さ
に
触
れ
た
い
と

い
う
思
い
を
も
っ
て
や
っ
て
来
る
人
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
場
所
で

出
会
っ
た
人
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
人
の
輪
を

ひ
ろ
げ
、
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
私

も
そ
ん
な
方
た
ち
の
力
に
な
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。


